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二
十
年
振
り
の
「
寒
冬
」
に

よ
る
厳
し
い
寒
さ
も
緩
み
、
春

の
便
り
が
聞
え
て
参
り
ま
し
た
。

山
間
部
に
今
も
残
る
多
く
の
雪

量
が
、
今
年
の
冬
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
山
沿
い
で
は
例
年
以

上
の
降
雪
が
続
き
、
家
屋
の
被

害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

県
に
お
い
て
は
倒
壊
な
ど
の
被

害
が
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で

し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

確
定
申
告
も
終
え
、
昨
年
の
収

支
が
明
確
化
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
参
考

に
、
問
題
点
を
明
確
に
把
握
し

改
善
に
努
め
る
よ
う
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
の
農
作
業
の
準
備

な
ど
多
忙
な
毎
日
と
察
し
ま
す

が
、
農
機
具
の
確
実
な
点
検
・

整
備
に
努
め
、
春
の
農
繁
期
に

備
え
て
下
さ
い
。
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生
乳
生
産
実
績
は
昨
年
と
比
較
す
る

と
、
経
産
牛
頭
数
の
減
少
（
約
三
百
二

十
頭
）
と
、
一
年
間
で
十
八
戸
（
昨
年

十
二
戸
）
の
出
荷
戸
数
減
な
ど
の
諸
事

情
に
よ
り
、
三
、
〇
九
七
ｔ
の
減
（
平

成
十
五
年
並
の
生
産
量
）
と
な
り
ま
し

た
。

　

十
五
年
と
比
較
し
ま
す
と
、
出
荷
戸

数
の
減
（
三
十
戸
）
及
び
経
産
牛
減

（
約
四
百
頭
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産

乳
量
が
同
等
で
あ
る
こ
と
は
、
飼
養
管

理
技
術
の
向
上
に
よ
る
個
体
能
力
ア
ッ

プ
の
成
果
と
考
え
ま
す
。
ま
た
育
成
・

未
経
産
牛
も
百
四
十
頭
増
加
し
て
い
る

の
は
後
継
牛
の
確
保
が
進
ん
で
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
支
所
別
で
の
値
を

見
ま
す
と
、
県
南
支
所
管
内
で
増
産
が

達
成
で
き
、
一
戸
当
り
の
増
産
量
は
約

一
万
三
千
㎏
・
平
均
生
産
量
は
三
十
四

万
六
千
㎏
と
、
昨
年
同
様
な
積
極
的
増

産
が
数
値
に
も
表
れ
て
お
り
ま
す
。

　

乳
代
の
平
均
単
価
は
、
季
節
別
乳
価

の
導
入
と
体
細
胞
数
奨
励
金
の
増
額
、

乳
質
向
上
に
よ
り
前
年
と
比
較
す
る
と

約
三
十
八
銭
向
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

乳
質
に
つ
い
て
は
、
夏
場
の
影
響
か

ら
無
脂
乳
固
形
分
率
が
若
干
下
降
し
ま

し
た
が
、
脂
肪
率
に
つ
い
て
昨
年
並
み
、

細
菌
・
細
胞
数
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

向
上
し
、
日
頃
の
乳
質
管
理
の
成
果
が

表
れ
て
い
ま
す
。
支
所
別
乳
質
平
均
値

は
、
脂
肪
率
に
つ
い
て
は
那
須
高
原
支

所
、
無
脂
乳
固
形
分
は
県
南
支
所
、
細

胞
数
は
宇
都
宮
支
所
が
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

飼
養
頭
数
は
、
九
月
同
期
の
前
年
と

比
較
す
る
と
約
百
四
十
頭
増
加
し
、
約

三
万
九
千
百
頭
（
一
戸
あ
た
り
約
五
十

五
頭
）
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
経
産

牛
は
酪
農
中
止
者
の
増
加
、
初
妊
牛
価

格
が
高
値
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

約
二
万
九
千
九
百
十
頭
（
三
百
二
十
頭

減
少
）
で
し
た
が
、
一
戸
あ
た
り
の
経

産
牛
頭
数
は
、
〇
・
五
頭
増
頭
と
な
り

ま
し
た
。

　

経
産
牛
一
頭
当
り
の
乳
量
は
平
均
で

七
、
九
四
六
㎏
と
な
り
、
昨
年
並
み
に

推
移
し
て
い
ま
す
。
支
所
別
の
成
績
は
、

宇
都
宮
支
所
の
平
均
が
八
、
二
四
一
㎏

と
な
り
、
次
い
で
、
県
南
支
所
・
那
須

高
原
支
所
の
順
位
と
な
り
ま
す
。

　

一
戸
当
り
の
乳
量
は
、
若
干
の
増
頭

数
に
よ
り
三
、
〇
九
六
㎏
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
が
、
経

産
牛
頭
数
の
確
保

と
個
体
能
力
の
向

上
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
支

所
毎
の
成
績
は
県

南
支
所
平
均
三
四

六
、四
九
三
㎏（
昨

年
と
比
較
し
約
一

増減17年16年出荷戸数
－ 5421426那須高原支所
－ 6135141宇 都宮支所
－ 7152159県 南 支 所
－18708726合　　計

平
成
十
七
年　
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川
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
く
こ

と
が
出
来
た
の
は
自
分
ひ
と
り
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
酪
農
仲
間
や
各
関
係

機
関
の
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

あ
り
ま
す
。
私
は
就
農
時
に
少
し
で
も

早
く
酪
農
技
術
を
自
分
の
も
の
に
し
よ

う
と
、
実
習
先
や
、
諸
先
輩
方
々
に
教

わ
り
な
が
ら
自
分
の
目
線
で
考
え
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
両
親
か
ら
経
営
を
任
さ
れ
た
こ
と

で
、
経
営
者
と
し
て
の
苦
労
や
酪
農
技

術
と
経
営
が
車
の
両
輪
と
し
て
回
る
こ

と
の
重
要
性
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
今
回
の
受
賞
に
お
ご
る
こ
と
な

く
目
標
に
向
か
っ
て
牛
飼
い
を
す
る
こ

と
が
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
で
あ
り
、
ま

た
、
消
費
者
に
理
解
さ
れ
る
酪
農
を
目

指
し
日
々
精
進
し
て
行
き
た
い
の
で
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
。」と
挨

拶
を
述
べ
、
皆
川
さ
ん
の
謙
虚
か
つ
意

欲
的
な
性
格
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

受
賞
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
二
十
七
回
栃
木
県
首
都
圏
農
業
経

営
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
宇
都
宮
市

の
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
隔
年
に
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
六
部
門
に
計

四
十
二
の
農
家
・
法
人
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
、
経
営
の
安
定
性
、
栽
培
・
飼
養

技
術
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
受
け
た
結

果
、
酪
農
部
門
よ
り
本
組
合
員
の
皆
川

美
範
・
由
美
子
夫
妻
（
那
須
烏
山
市
）

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
を
受
け
、
二
月
二
十
八
日
に
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
に
は

地
元
市
長
を
始
め
、
各
関
係
機
関
や
仲

間
の
酪
農
家
が
出
席
し
、
そ
の
中
で
皆
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三
、
六
二
八
㎏
増
加
）
と
な
り
、
那
須

高
原
支
所
、
宇
都
宮
支
所
の
順
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

十
七
年
の
集
計
結
果
を
ふ
り
返
り
ま

す
と
、
酪
農
中
止
者
の
増
加
と
経
産
牛

の
減
少
が
生
産
量
減
少
の
要
因
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
一
昨
年
並
の
生
産
量

を
維
持
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
各
組
合

員
の
ご
努
力
の
賜
で
あ
り
感
謝
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
前
年
同
様
、
県
南

支
所
管
内
の
積
極
的
な
増
頭
・
増
産
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
収
支
も
同
様
に
向

上
し
て
お
り
ま
す
。
初
妊
牛
の
導
入
価

格
は
、
依
然
高
値
に
推
移
し
、
こ
の
状

況
は
今
後
し
ば
ら
く
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
自
家
育
成
と
預
託
に

よ
り
後
継
牛
を
確
保
す
る
こ
と
が
適
切

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
個
体
能
力
の
向

上
・
安
定
化
を
確
立
し
コ
ス
ト
削
減
を

進
め
、
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

� ��������������������������������������

　

先
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

「
生
乳
乳
質
保
全
規
程
」
が
一
部
改
正

さ
れ
、
四
月
一
日
よ
り
変
更
に
な
り
ま

す
。
改
正
部
分
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

合
格
乳
脂
肪
率
・
無
脂
固
形
分
の
格
差

を
半
減
し
、
こ
の
半
減
分
を
基
本
乳
価

に
加
算
す
る
も
の
で
す
（
イ
メ
ー
ジ
図

参
照
）。

　

四
月
分
乳
代
よ
り
変
更
さ
れ
る
の
で
、

五
月
十
七
日
支
払
分
か
ら
の
実
施
と
な

り
ま
す
。 �
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近
年
の
牛
乳
乳
製
品
全
体
の
消
費
減

少
は
、
過
剰
な
バ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
の

在
庫
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

関
東
生
乳
販
連
を
始
め
、
酪
農
組
合
・

乳
業
メ
ー
カ
共
に
消
費
拡
大
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
未
だ
解
決
は
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
を
緩
和
す
べ
く
、

組
合
員
・
役
職
員
自
ら
乳
製
品
を
消
費

す
る
こ
と
で
、
現
状
の
把
握
と
消
費
拡

大
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
は
、

本
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
バ
タ
ー
約
三

千
六
十
㎏
・
チ
ー
ズ
約
三
千
八
十
㎏
の

ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
御

座
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
来
よ
り
継
続

し
乳
製
品
消
費
に
ご
協
力
し
て
頂
い
て

い
る
組
合
員
の
皆
様
に
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
継
続

的
に
進
め
、
適
正
な
在
庫
量
に
回
復
す

る
た
め
、
内
外
の
消
費
拡
大
運
動
を
続

け
て
参
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
二
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
代

金
は
、
三
月
分
乳
代
（
四
月
十
七
日　

購
買
売
掛
金
）
に
て
精
算
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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去
る
二
月
十
五
〜
十
六
日
の
二
日
間
、

鬼
怒
川
温
泉　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
岡
部
に

て
、
組
合
購
買
利
用
推
進
女
性
研
修
会

を
（
参
加
者
二
百
名
）
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
組
合
購
買
事

業
の
利
用
に
対
す
る
感
謝
と
、
購
買
事

業
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
頂
き
、
更
な

る
利
用
推
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暖

か
い
日
に
恵
ま
れ
、
心
配
さ
れ
た
降
雪

に
よ
る
日
程
の
遅
れ
も
な
く
、
各
支
所

か
ら
定
刻
に
会
場
へ
到
着
さ
れ
ま
し
た
。

到
着
の
後
に
組
合
取
引
メ
ー
カ
ー
の
展

示
場
を
見
学
し
、
組
合
職
員
、
取
引
先

メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
か
ら
商
品
の
案
内

や
説
明
等
を
受
け
、
組
合
で
取
り
扱
っ

て
い
る
製
品
の
安
全
・
安
心
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
前
田
組

合
長
よ
り
組
合
事
業
利
用
の
感
謝
と
更

な
る
利
用
拡
大
の
ご
協
力
と
近
況
の
酪

農
情
勢
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
協
賛
メ

ー
カ
ー
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
菊
池
副

組
合
長
に
よ
る
乾
杯
を
牛
乳
で
行
い
開

宴
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
・
大
抽
選
会
な
ど
を
通
じ
、参
加

者
相
互
の
親
睦
を
深
め
合
い
、
む
す
び

は
相
馬
副
組
合
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
行

い
、
盛
会
裡
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
研
修
会
で
し

た
が
、
貴
重
な
ご
意
見
と
笑
顔
に
接
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
組
合
で
は
研

修
会
で
得
ら
れ
た
皆
様
の
ご
意
見
ご
要

望
を
念
頭
に
、更
に
安
全
・
安
心
な
生
産

資
材
の
供
給
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
利
用
拡
大
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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那
須
高
原
支
所

第
四
回
支
所
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

那
須
高
原
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
渡
辺
信
一
会
長
）
主
催
に
よ
る
第
四

回
支
所
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
平
成
十
八

年
二
月
二
十
二
日
に
那
須
塩
原
市
内
の

二
会
場
に
て
一
五
六
名
（
男
性
九
八
名

・
女
性
五
八
名
）
が
参
加
し
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
表
彰
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
へ
移
動
し
、
表
彰
式
・
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
信
一
会
長
挨
拶
・

臼
井
勉
副
会
長
乾
杯
と
続
き
、
男
女
別

個
人
表
彰
が
和
や
か
に
行
わ
れ
、
中
国

か
ら
の
研
修
生
が
飛
び
賞
を
獲
得
し
、

そ
の
感
想
内
容
に
多
く
の
方
々
か
ら
喝

采
を
浴
び
る
な
ど
、
参
加
者
相
互
で
親

睦
を
お
お
い
に
深
め
、
大
盛
況
の
中
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。

《
男
性
の
部
》

　

優　

勝　

小
針　

結
城

　

準
優
勝　

田
代　

和
一

　

第
３
位　

渡
邉　
　

透

《
女
性
の
部
》

　

優　

勝　

斎
藤
日
出
子

　

準
優
勝　

蓮
見　

京
子

　

第
３
位　

三
浦　

京
子

　

宇
都
宮
支
所

新
春
の
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

　

年
も
明
け
て
の
一
月
十
三
日
、
塩
谷

地
方
農
業
共
済
組
合
大
会
議
室
（
さ
く

ら
市
）
に
て
、
宇
都
宮
支
所
活
動
推
進

協
議
会
（
小
林
幸
雄
会
長
）
に
よ
る
健

康
管
理
と
税
務
対
策
の
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
県
北
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
管
理
栄
養
士
の
樋
渡
朋
子
さ
ん
、

が
成
人
病
の
怖
さ
と
、
そ
れ
を
予
防
す

る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
毎
日
を
健

康
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と
、
ス

ラ
イ
ド
と
食
事
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
わ

か
り
易
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
保

健
師
の
青
木
麻

衣
さ
ん
の
主
導

で
、
那
須
き
ら

ピ
カ
ダ
ン
ベ
ル

体
操
を
三
百
六

十
五
歩
の
マ
ー

チ
に
合
わ
せ
参

加
者
全
員
で
リ

ズ
ム
良
く
和
気

あ
い
あ
い
に
楽

し
み
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で

は
、
県
農
業
会

議
の
高
田
主
幹

に
税
務
関
係
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
簡
易

課
税
か
一
般
課
税
か
の
選
択
基
準
・
法

人
化
へ
の
判
断
の
目
安
・
意
外
と
利
用

さ
れ
て
い
な
い
所
得
控
除
な
ど
耳
寄
り

な
話
題
も
用
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

来
る
べ
き
青
色
申
告
の
時
期
に
備
え
て

か
、
皆
一
様
に
午
前
中
と
は
別
人
の
よ

う
な
真
剣
な
面
持
ち
で
耳
を
傾
け
意
義

の
あ
る
研
修
会
で
し
た
。

　

牛
も
人
間
も
経
営
も
健
康
な
牧
場
を

目
指
し
、
無
駄
の
な
い
経
営
を
す
る
た

め
の
一
助
に
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

栃
木
県
南
支
所

会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
青
色
申
告
学
習
会

　

河
内
南
部
下
都
賀
地
域
酪
農
組
合

（
大
阿
久
要
組
合
長
）
で
は
、
毎
年
青

色
申
告
時
期（
一
・
二
月
）に
ソ
リ
マ
チ

農
業
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
い
る
青
色
申

告
者（
十
三
名
）を
対
象
に
、
支
所
会
議

室
を
利
用
し
学

習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
講

師
に
都
賀
町
の

組
合
員
、
根
本

壽
一
氏
（
ソ
リ

マ
チ
農
業
ソ
フ

ト
認
定
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）、

石
川
明
氏
の
ご

協
力
に
よ
り
開

催
さ
れ
、
参
加

者
各
自
が
持
参

し
た
ノ
ー
ト
型

パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
、
消
費
税
の
取
扱
い
に
関
す
る
学

習
・
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
等
に
各

々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
師
・
参
加
者
か
ら
は
、
酪

農
と
ち
ぎ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
乳
代
精
算

デ
ー
タ
等
の
提
供
の
早
期
実
現
と
、
固

有
の
科
目
体
系
等
に
も
対
応
出
来
る
シ

ス
テ
ム
開
発
を
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
経
営
管
理

は
、
現
代
酪
農
を
支
え
る
手
段
と
し
て

益
々
必
要
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
定
期

的
に
学
習
会
を
開
催
し
効
率
的
な
酪
農

経
営
の
一
端
を
担
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

基
調
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

関
東
の
十
一
月
の
特
定
乳
製
品
向
け

に
つ
い
て
は
一
一
・
五
四
％
（
前
年
九

・
二
六
％
）
と
前
年
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。
飲
用
牛
乳
向
け
は
三
・
七
％

の
減
と
飲
用
需
要
の
停
滞
が
続
き
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
合
に
お
け
る
乳
質
成
績
は
、
脂
肪

率
が
前
年
同
様
四
・
〇
六
％
、
無
脂
固

形
分
率
は
八
・
八
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

細
胞
数
に
つ
い
て
は
前
年
値
を
下
回
る

（
二
一
・
七
万
）好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
生
乳
生
産
は
前
年
を
上
回
る

水
準
ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、
飲
用
消

費
は
依
然
停
滞
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今

後
も
更
な
る
消
費
拡
大
運
動
を
行
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生
乳
販
売
課

　

一
月
度
、
生
乳
生
産
量

　
　
　

前
年
比
一
〇
一
・
九
％

　

一
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
一
七
、

九
九
一
ト
ン
（
前
年
比
一
〇
一
・
九
％
、

計
画
比
一
〇
一
・
一
％
）
と
十
月
以
降

堅
調
に
推
移
し
、
前
年
を
上
ま
わ
る
生

乳
生
産
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
所
別
に
み
る
と
、
那
須
高
原
支
所

に
お
い
て
は
前
年
比
一
〇
三
・
二
％
、

宇
都
宮
支
所
九
九
・
九
％
、
県
南
支
所

一
〇
〇
・
四
％
の
実
績
と
な
り
、
那
須

高
原
支
所
の
生
乳
生
産
量
の
伸
び
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

関
東
に
お
い
て
は
、
前
年
比
九
九
・

三
％
で
累
計
で
は
九
八
・
六
％
と
前
年

を
下
回
る
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い

て
も
前
年
同
月
比
一
〇
一
・
三
％
（
累

計
比
一
〇
〇
・
二
％
）
と
徐
々
に
回
復

�
�
�
���

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

14611451192454653682月 2日根　　室

371461586660114774782月 7日十　　勝

10341049229124552812月16日豊　　富

411151469437284734612月21日十　　勝

53211013125384363412月22日釧　　路

3010718616032184675332月23日根　　室

166417310042214594162月24日北　　見

1535591,0227622491334632,878合　　計

25456084131999384882,111前　　月

1, 2641,11045814034235393,029前年同月

２月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成18年２月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４５,３４０１２,６００７８,７５０－１８２ホルス雄
二
十
五
日

西
那
須
野

１８２,２９１１２８,１００２３４,１５０－１００Ｆ１雄

１１８,１８２８２,９５０１４９,１００－９２Ｆ１雌

６３,４６２５３,０００８０,０００８３１３ホルス雄
二
十
七
日

館　

林
２１４,０９５１７０,０００２４７,０００９１４２Ｆ１雄

１３９,４７８１０８,０００１６３,０００８４２３Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪
農
部

　

栃
木
県
酪
農
発
表
会

　

平
成
十
八
年
二
月
三
日
、
宇
都
宮
コ

ン
セ
ー
レ
に
て
第
三
一
回
酪
農
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者

を
前
に
し
て
五
名
の
発
表
者
が
、
日
頃

の
取
り
組
み
や
酪
農
に
対
す
る
想
い
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
代
表
と
し

て
、
酪
農
に
関
す
る
意
見
・
体
験
発
表

部
門
に
高
橋
智
美
さ
ん
、
猪
内
勝
利
さ

ん
、
松
本
昭
彦
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
親
子
三
人
の
夢
と
希

望
に
向
け
て
」
と
題
し
、
両
親
と
高
橋

さ
ん
の
三
人
で
効
率
的
に
仕
事
を
す
る

た
め
に
導
入
し
た
「
キ
ャ
リ
ロ
ボ
」
と

「
マ
ッ
ク
ス
フ
ィ
ー
ダ
ー
」
の
効
果
に

つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報

交
換
の
大
切
さ
に
触
れ
、
今
ま
で
の
苦

労
を
忘
れ
ず
に
努
力
を
続
け
た
い
と
締

め
括
り
ま
し
た
。

　

猪
内
さ
ん
は
、「
地
域
の
絆
で
支
え
ら

れ
た
新
た
な
酪
農
」
と
題
し
、
実
習
先

の
北
海
道
で
牛
舎
が
全
焼
し
、
火
災
発

生
か
ら
復
興
ま
で
の
経
験
か
ら
「
酪
農

経
営
は
個
人
で
行
わ
れ
る
が
、
経
営
継

続
の
た
め
に
は
地
域
の
支
え
が
必
要
な

こ
と
」
と
学
ば
れ
、
こ
れ
か
ら
は
地
域

の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
な
牧
場
に
な
る

こ
と
が
目
標
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
「
愛
の
あ
ふ
れ
る
牧
場

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
自
分
の
歩
ん

だ
道
、
出
会
い
と
共
に
変
化
す
る
酪
農

へ
の
想
い
、
共
進
会
へ
の
憧
れ
を
描
き
、

家
族
や
牛
達
に
精
一
杯
の
愛
を
注
ぎ

「
愛
の
あ
ふ
れ
る
松
本
牧
場
」
が
目
標

で
す
と
発
表
し
ま
し
た
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
三
月
二
十

九
日（
水
）〜
三
十
日（
金
）に
開
催
さ
れ

る
「
第
三
十
六
回
関
東
甲
信
越
酪
農
発

表
大
会
」（
茨
城
県
つ
く
ば
市　

ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
東
雲
）
に
栃
木
県
代
表
と
し

て
高
橋
智
美
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

発
表
者
の
酪
農
に
取
組
む
熱
意
と
姿

勢
は
参
加
者
に
少
な
か
ら
ず
感
動
を
与

え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
発
表
者
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
栃
木
県
代
表
と
し
て
選
ば
れ

た
高
橋
さ
ん
に
は
、
自
信
を
持
っ
て
発

表
大
会
に
臨
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
発
表
大
会
に
は
多
く
の
方
が
応
援

に
来
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

左左左左左左左左左よよよよよよよよよりりりりりりりりり植植植植植植植植植木木木木木木木木木委委委委委委委委委員員員員員員員員員長長長長長長長長長（（（（（（（（（今今今今今今今今今市市市市市市市市市市市市市市市市市市）））））））））、、、、、、、、、渡渡渡渡渡渡渡渡渡邊邊邊邊邊邊邊邊邊さささささささささんんんんんんんんん（（（（（（（（（栃栃栃栃栃栃栃栃栃酪酪酪酪酪酪酪酪酪）））））））））、、、、、、、、、
猪猪猪猪猪猪猪猪猪内内内内内内内内内さささささささささんんんんんんんんん（（（（（（（（（那那那那那那那那那須須須須須須須須須町町町町町町町町町・・・・・・・・・大大大大大大大大大江江江江江江江江江牧牧牧牧牧牧牧牧牧場場場場場場場場場）））））））））、、、、、、、、、高高高高高高高高高橋橋橋橋橋橋橋橋橋さささささささささんんんんんんんんん（（（（（（（（（真真真真真真真真真岡岡岡岡岡岡岡岡岡市市市市市市市市市）））））））））、、、、、、、、、

増増増増増増増増増子子子子子子子子子さささささささささんんんんんんんんん（（（（（（（（（栃栃栃栃栃栃栃栃栃酪酪酪酪酪酪酪酪酪）））））））））、、、、、、、、、松松松松松松松松松本本本本本本本本本さささささささささんんんんんんんんん（（（（（（（（（宇宇宇宇宇宇宇宇宇都都都都都都都都都宮宮宮宮宮宮宮宮宮市市市市市市市市市）））））））））
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話
題
は
尽
き
な
い
。
確
定
申
告
も
済
み

一
段
落
し
、
話
題
も
弾
み
ハ
ー
フ
タ
イ

ム
（
休
憩
時
間
）
は
続
く
。

　

「
米
国
産
牛
肉
輸
入
停
止
問
題
」
は
、

輸
入
再
開
し
た
矢
先
の
出
来
事
で
あ
り
、

消
費
者
は
唖
然
と
さ
せ
ら
れ
、
米
国
の

管
理
態
勢
の
ず
さ
ん
さ
、
政
府
対
応
の

不
信
が
問
わ
れ
て
い
る
。
折
り
し
も
、

国
内
に
お
い
て
二
十
二
頭
目
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ

が
発
生
し
た
が
、
誰
一
人
動
揺
し
な
い

の
は
、
尊
い
費
用
と
労
力
を
投
じ
て
構

築
し
た
全
頭
検
査
、国
産
牛
肉
の
安
全
・

安
心
の
Ｐ
Ｒ
が
奏
効
し
た
証
で
あ
ろ
う
。

� �� �
　

� �� �
　

�� ��

　

ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
を
皮
切
り
に
、
今

年
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
始
動
し
た
。
目

下
、
国
別
対
抗
野
球
大
会
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）

が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
世
界
一
を
狙

う
わ
が
国
の
戦
い
に
期
待
し
た
い
。
大

相
撲
に
続
き
、
二
十
三
日
か
ら
は
選
抜

高
校
野
球
が
、
次
い
で
プ
ロ
野
球
が
開

幕
、
そ
し
て
六
月
に
は
ド
イ
ツ
Ｗ
杯

サ
ッ
カ
ー
と
目
白
押
し
だ
。

　

不
祥
事
に
揺
れ
る
高
校
野
球
界
だ
が
、

今
選
抜
大
会
に
、
本
県
よ
り
二
十
一
世

紀
枠
（
地
域
に
お
け
る
野
球
環
境
の
ハ

ン
デ
イ
を
克
服
し
、
模
範
的
な
ク
ラ
ブ

活
動
と
し
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
チ

ー
ム
）
に
県
立
工
業
高
校
が
選
抜
さ
れ

た
こ
と
は
朗
報
で
あ
る
。
全
員
が
地
元

・
隣
接
地
の
出
身
で
、
野
球
留
学
生
な

ど
勿
論
い
な
い
。
自
転
車
通
学
し
な
が

ら
足
腰
を
鍛
え
、
年
賀
状
配
達
の
バ
イ

ト
代
で
用
具
を
調
達
す
る
な
ど
地
域
ぐ

る
み
で
野
球
の
育
成
に
励
み
、
県
大
会

準
優
勝
・
関
東
大
会
準
々
決
勝
進
出
の

成
績
が
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
真

な
る
高
校
野
球
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
（
気

骨
）
で
あ
り
た
た
え
た
い
。

� �� �
　

� �� �
　

�� ��

　

こ
の
時
期
は
出
会
い
と
別
離
の
月
で

も
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
で
卒
園
・
卒
業
式
、

入
園
・
入
学
・
入
社
式
が
行
わ
れ
、
多

く
の
若
者
が
巣
立
ち
新
社
会
人
と
な
る
。

企
業
に
お
い
て
は
、
決
算
期
に
加
え
退

職
・
異
動
組
で
慌
し
い
な
か
、
今
年
も

終
戦
子
の
企
業
戦
士
達
が
現
役
を
退
く
。

 

（
Ｙ
）

　

庭
先
の
福
寿
草
が
早
春
の
訪
れ
を
告

げ
、
季
節
は
三
寒
四
温
と
と
も
に
、
桜

花
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、今
冬
の
大
雪
・
寒
波
は
生
半
可

で
な
か
っ
た
が
、気
象
庁
よ
り「
平
成
十

八
年
豪
雪
」と
命
名
さ
れ
た
。異
常
気
象

は
わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
で
は

百
年
ぶ
り
の
零
下
四
十
九
度
の
冷
寒
に
、

南
半
球
の
豪
州
は
熱
波
に
襲
わ
れ
た
。

　

昨
年
の
世
界
全
体
の
平
均
気
温
は
、

平
年
に
比
べ
〇
・
三
二
度
高
い
歴
代
二

位
の
暑
さ
と
な
っ
た
。
わ
が
国
の
平
均

気
温
も
平
年
よ
り
〇
・
一
八
度
高
く
、

地
球
の
温
暖
化
が
依
然
進
ん
で
お
り
、

�
削
減
に
も
っ
と
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

� �� �
　

� �� �
　

�� ��

　

新
年
早
々
の
証
券
取
引
法
違
反
・
米

国
産
牛
肉
輸
入
の
再
停
止
・
談
合
・
ホ

テ
ル
改
造
事
件
・
メ
ー
ル
騒
動
等
々
、

C

　

�四
 
　

平
成
十
八
年
度
支
払
い
乳
代
精
算

方
式
の
変
更
に
つ
い
て

　

�五
 
　

需
要
期
出
荷
奨
励
に
つ
い
て

　

�六
 
　

乳
質
共
励
会
に
つ
い
て

　

�七
 
　

乳
質
保
全
規
定
の
一
部
改
定
に
つ

い
て

　

�八
 
　

定
款
附
属
書
組
合
員
投
票
規
定
の

廃
止
に
つ
い
て

　

�九
 
　

遊
休
資
産
の
活
用
・
処
分
に
つ
い
て

一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

一
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�四
 
　

平
成
十
八
年
度
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

�五
 
　

専
門
委
員
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
二
月
度
及
び
第
三
四
半
期
事
業

実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
八
年
度
配
合
飼
料
・
混

合
飼
料
及
び
粗
飼
料
供
給
別
利
用
奨

励
措
置
に
つ
い
て

　

�三
 
　

第
五
回
酪
農
ま
つ
り
に
つ
い
て

��
��
��
��
��
��

二
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

二
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�四
 
　

販
売
・
総
務
委
員
会
開
催
結
果
に

つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

一
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
八
年
度
生
乳
計
画
生
産

に
つ
い
て

　

�三
 
　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に

伴
う
対
応
に
つ
い
て

　

�四
 
　

ふ
れ
あ
い
牧
場
隣
接
地
の
取
得
に

つ
い
て

　

�五
 
　

旧
下
都
賀
支
所
施
設
の
賃
貸
与
に

つ
い
て

　

�六
 
　

西
那
須
野
事
業
所
閉
所
に
つ
い
て

�
�
�
�

第
三
十
六
回
関
東
甲
信
越
酪
農
発
表
大

会
の
開
催

　

意
見
・
体
験
発
表
部
門
で
、
本
組
合

の
高
橋
智
美
さ
ん
（
真
岡
市
）
が
、
栃

木
県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
多
数
の

参
加
研
修
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

開
催
日　

十
八
年
三
月

　
　
　
　
　

二
十
九
日
〜
三
十
日

　

会　

場　

茨
城
県
つ
く
ば
市

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル　

グ
ラ
ン
ド
東
雲


